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高齢者のけがの原因に、高齢者に対する虐待があります。

2017年度では、被虐待者のうち約６割が、認知症の高齢者であったこ

とをデータが示しています。（右グラフ参照）

認知症は誰にでも起こりうる脳の病気によるもので、２０２５年には

６５歳以上の約５人に１人が認知症である見込みといわれています。

「認知症になったら、入院や施設を利用せざるを得ない」と思われが

ちですが、家族や地域の支えがあれば、住み慣れた地域で「その人ら

しい生活」を続けることができます。

言い換えると、認知症の人が住み慣れた地域で、その人らしい生活を

続けていくためには、地域の「支える力」も重要ということです。そ

のため、家族だけでなく地域の方々も認知症について正しい知識を学

び、認知症の人や家族を温かく見守っていくことが必要です。

鹿児島市では、認知症について正しい知識を持ち、認知症の人や家族を応援する「認知症サポーター」や認知症と思わ

れる一人暮らしの高齢者などの見守りや家族への支援を行う「認知症等見守りメイト」を養成しています。

対 象 者：市内に住んでいる方、市内の各種学校に通

学している児童、生徒、学生及び市内の事

業所に通勤している人

受 講 料：無料

講座内容：ビデオ上映等含む60～90分の講義

対 象 者：鹿児島市でボランティア活動ができる人

受 講 料：無料

講座内容：講座（座学）が1.5日と、半日の実習

日時：平成３１年１月１７日（木）

１４時～１６時 （１３時３０分 開場）

場所：鹿児島市民文化ホール 第２ホール

◆オープニングアトラクション◆

吉田南幼稚園（※）の年長さんによる、

マーチング演奏お楽しみください！

（※）「子どもの安全」分野モデル園

◆転倒予防ミニレクチャー◆

・転倒骨折予防、脳の活性化に効果的な「らくらく体操」などの実演

・健康な体を維持するために、日々の生活で気を付けたいこと

◆講演会◆

テーマ：気象と防災 ～情報の活用～

講 師：気象予報士 半井 小絵 氏
（なからい さえ）

気象災害に対する備えや、自助・共助の重要性につ

いてお話しします。

受講についてのお問い合わせは、 まで

TEL：099-813-8555 / FAX：099-813-1041


